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龍ケ崎市第 5次総合計画（平成 19 年度～28 年度） 

第 2 編 基本構想 

第 1章 将来都市像 

第 4節 将来人口  

1 人口と世帯  

これまでの人口・世帯数の推移をもとに、将来の推計を行うと、目標年度

の平成28年の人口は、約82,000人になると見込まれます。 

1世帯当たりの人員は、今後とも減少傾向が続くものの、その傾向は緩や

かになるものとして、平成28年には2.68人／世帯と予想されます。総人

口を1世帯当たりの人員（推計値）で除して世帯数を算出すると、世帯数は

平成28年には約31,000世帯と予想されます。 
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2 年齢別人口構成  

出生率の低下と平均寿命の伸長により、今後、老年人口（65歳以上）の

増加が顕著になるとともに、年少人口（0～14歳）の減少が予想されます。

推計では、平成28年には、年少人口は約11,500人（約14%）、生産年

齢人口（15歳～64歳）は約52,500人（約64%）、老年人口は約18,000

人（約22%）になると予想されます。 

 

 


